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大学の流れ

大学
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1年生 基礎科目

大学院

修士課程 2年間

博士課程 3年間

2年生 基礎科目＋専門科目

3年生 専門科目

4年生

講義

研究 • 修士論文/博士論文

• 学会

• 論文執筆

•研究室配属

•卒業論文/卒業式

•入学式



1年生～3年生

講義：単位制（卒業には108単位が必要）
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月 火 水 木 金

1限
8:45~10:15

反応工学 化学工学熱
力学

化学工学

2限
10:30~12:00

環境工学 哲学 生物化学

3限
13:00~14:30

化学システム
工学実験

化学システム
工学実験

反応工学 先端プロジェ
クト演習

4限
14:45~16:15

5限
16:30~18:00

<1週間の時間割例>

空きコマ
・友達とおしゃべり
・勉強/レポート作成 ・部活

実験のあとはレポートの作成
おおよそ10~20ページで毎週提出

全15回の講義→評価はレポートや試験が中心
◦友達と学校やカフェで一緒に勉強することも・・・



授業について

化学システム工学科の講義のよかったところ

・小人数授業

→先生と生徒の距離が近い

→生徒同士の仲が深まる

・丁寧な指導

→レポートや課題を細かくチェックしてもらえる⇒実力がつく
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履修について

・大学生→履修科目を選べる

⇒自分の興味や必要単位数を考えながら慎重に選ぶことが大事

・大学の成績次第で大学院入試の筆頭試験免除の資格が手に入る

⇒大学に入ってからも勉強し続けるとお得！



4年生~大学院

研究室：誰も発見していない新しい知見を発見する場所
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一年間、慣れない研究との闘い4年生･･･研究開始

卒業後…就職 or 大学院

基本的には全て自分で考える
→困ったら教授や先輩に相談

大学院：さらに研究を極めるための場所

⇒卒業論文を書き終えて晴れて卒業

・セミナー(毎週1回)←discussion

・コアタイム 10:00~17:00

・(学会)

修士課程 2年間 博士課程 3年間

〈研究生活〉



1日の流れ

起床・準備

登校

授業

昼ごはん

授業/実験

部活

帰宅

家事

夜ごはん

自由時間
家事
勉強
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<1日の流れ> 一人暮らし事情 in東小金井

・ピアノの練習
・部員とおしゃべり

・スーパーマーケットやドラッグ
ストアなどが充実

・生活しやすい環境

自炊/洗濯/掃除など
・親のありがたみを実感

実験レポートに取り組む日が多い

・友達が遊びに来る

・家賃
相場 4万～7万円
（学生寮は3万円）

・比較的静か

・通学時間が短い



課外活動

部活
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アルバイト

飲み会

塾講師/家庭教師
飲食店店員など接客業
採点/試験監督 etc..

～ピアノ部～

〈活動〉・夏と冬のコンサート/準備
・夏合宿/冬合宿
・模擬店の出店(学園祭) など

・遊ぶためのお金を稼げる
・社会経験を積むことができる
・交友関係を広げられる

・ピアノが弾けるよう
になる

・人脈が広がる
・とにかく楽しい



ピアノ部 定期演奏会 9

日付 8月6日(火)
8月7日(水)

会場 国分寺市立いずみホール
（最寄り駅…西国分寺駅）

開場 13：00 開演 13：30

入場無料 途中入退場自由



課外活動 ～夏休み・春休み～ 10

海外旅行部活 夏合宿/冬合宿

運転免許を取得→ドライブへ

卒業旅行

2か月間！！



合格のためのアドバイス 11

目標勉強時間･･･平日 4時間 土曜 6時間 日曜 8時間学

校で出された課題・問題集で勉強

農工大の過去問を初めて解いたときに思ったこと
素直な問題が多い、基礎的な内容中心

⇒必要なのは圧倒的な基礎力 ⇒ケアレスミスに注意

•問題集は何度も繰り返し解く

•試験や模試はかならず見直す

•センター試験の勉強をおろそかにしない

合格アドバイス

高校生時代の勉強



最後に･･･ 12

ご静聴ありがとうございました


